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帯広市の防災対策事業の取り組みについて 
 

 

【平成２６年度の防災対策事業報告】 
 

 

１ 災害に強い都市基盤整備 
（１）公共施設の耐震化 

○コミュニティ施設の耐震化 ～ 光南福祉センター、西福祉センター、北栄福祉センター 

   ・（耐震化診断、実施設計）～ 東コミュニティセンター、鉄南コミュニティセンター、 

                 大空会館、愛国農業センター、啓西福祉センター 

○児童保育センターの耐震化 ～ 青葉児童保育センター（建替）、 

大空児童保育センター（大空小学校内移転）、 

                  清川児童保育センター（移転改築） 

 

（２）耐震改修促進計画 

○特定建築物の耐震化率  ８１．７％（内訳：総数６８３棟 耐震５５８棟 非耐震１２５棟） 

                                  （平成２５年度末） 

○木造住宅への耐震化支援を実施 

    無料耐震簡易診断 

耐震診断・耐震改修補助制度 

耐震改修・リフォーム資金貸付制度 

 

 

２ 防災意識づくり 
（１）防災意識の普及・啓発 

 ア 帯広市地域防災訓練の実施 

日  時： 平成２６年８月３１日（日） 

場  所： 帯広市立啓西小学校 （帯広市柏林台中町４丁目１－１） 

参  加： 市民 ４００名、関係機関・職員 ２００名  合計 ６００名 

協力機関： 帯広開発建設部、陸上自衛隊第４普通科連隊、十勝総合振興局、帯広警察署、 

他 計２４団体 

訓練内容： 住民避難訓練、要援護者避難支援訓練、安否確認訓練、給水訓練、初期消火訓練、

救助救出訓練、応急手当訓練等 

 

イ  帯広市冬季防災訓練の実施 

日  時： 平成２７年１月３１日（土）～ ２月１日（日） 

場  所： 帯広市立つつじが丘小学校（帯広市西２４条南３丁目３９番地） 

参  加： 市民 ９４名、関係機関・職員 １０６名  合計 ２００名 

協力機関： とかち防災マスターネットワーク、防災協定締結企業等 

訓練内容： 避難訓練、避難所開所訓練、給水訓練、災害時要援護者搬送訓練、屋外救助救出訓

練、炊出訓練、グループ研修、災害対策本部通信訓練（職員）、避難所宿泊体験等 
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ウ 「防災セミナー in とかち２０１４」の開催 

日  時： 平成２６年１１月２７日（木） 午後１時３０分 ～ 午後５時００分 

場  所： とかちプラザ（帯広市西４条南１３丁目） 

開催機関： 帯広市、帯広市町内会連合会 

【第１部】防災講演会 ＜レインボーホール、午後１時３０分 ～ 午後２時５０分＞ 

講演内容： 「予防減災は住民自主と地域連携が担う」 

講  師： 北海道大学名誉教授  新谷 融 氏 

参  加： ２４４名 

同時開催： 耐震相談、訓練相談コーナー及び防災グッズの展示 

   【第２部】防災リーダー研修会 ＜大集会室、午後３時１５分 ～ 午後５時００分＞ 

    研修内容： 「大地震から生き残るため」～大地震発生時の町内会の役割～ 

          状況付与型災害図上訓練（ＤＩＧ） 

    参  加： ９１名 

 

エ 防災グッズ展の開催 

日  時： 平成２７年１月１３日（火）～１６日（金） 

場  所： 市役所１階市民ホール （帯広市西５条南７丁目） 

見 学 者： ６９８名 

展示内容： 非常持出品、非常食料、家屋転倒防止器具、市備蓄品の展示他 

 

  オ 防災啓発 DVD の作成 

    概  要： 災害啓発ビデオ「災害に備えて」 （再生時間１５分） 

    構  成： 「自助・共助・公助」について、防災訓練の紹介等 

    貸出場所： 庁舎５階総務課、各コミュニティセンター、図書館等で貸出 

    利用件数： ２４件 

 

  カ わが家の防災チェックの改訂 

     市民に日頃から防災への意識を高めていただくため、洪水ハザードマップや防災情報を盛り込

んだ小冊子「わが家の防災チェック」改訂版を作成し全戸配布した。 

 

３ 防災体制の充実 
（１）災害用品備品の購入・更新 

   【主な購入備品】 

   ○備蓄用アルファ米の更新（２，４００食分） 

○備蓄用非常食料（サバイバルフーズ）の追加購入備蓄（２４０食分） 

○粉ミルク（アレルギー疾患対応）の購入備蓄（８．４ｋｇ） 

   ○災害対応用トイレ（し尿処理剤）の追加購入備蓄（７，０００個） 

○アルミロールマットの追加購入備蓄（５００枚） 

○備蓄用消火器の購入（３５本） 

○ＬＥＤバルーン投光機（１セット） 

○発電機（１台） 

○飲料水（おびひろ極上水）の備蓄 
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（２）災害時の広報・通信体制の充実 

    電波法の改正を受け、電波のより一層の有効利用を図るとともに、大災害時の通信手段を確保

するため、平成２２年度に地域防災無線をデジタル化へ移行した。 

また、緊急地震速報や弾道ミサイル攻撃等の情報を、瞬時に市民へ伝達することが出来るよう、

J-ALERT（全国瞬時警報システム）の情報を防災無線経由で、全小中学校へ配信出来るよう整

備を行った。 

   【防災無線の概要】 

    統制局（統制台：帯広市総務部総務課） 

    簡易中継局（広野小学校） 

    半固定無線局 ～  ８３局 

    車載無線局  ～  ２６局 

    携帯無線局  ～  １１局      計 １２０局 

 

   ○J-ALERT 配信訓練（全国一斉訓練） 

     日  時：平成２６年１１月５日（水） １０時００分 

     対  象：市内全小中学校、南商業高校 

 

 

○地域防災無線の通信訓練実施 

     日  時：平成 2６年 12 月１５日（月）～ １９日（金） 

     対  象：地域防災無線設置の全施設 

 

（３）自主防災組織の育成 

   ○帯広市町内会連合会と連携し、自主防災組織の結成と育成を積極的に推進。 

    ３３対象組織中、現在２５組織が組織化 

 

○自主防災組織研修会講師派遣事業 

自主防災組織等で実施する防災講演会に講師を派遣 

実施団体：１０団体 

参加人数：５９７人 

 

○自主防災組織研修会等助成事業 ～コミュニティ防災強化緊急３ヶ年事業（H２５～H２７） 

 自主防災組織の防災活動を一層推進し、地域防災力の向上を図る。 

 

 自主防災組織の活動に対し、助成を行った。 

区分 自主防災組織 助成限度額 助成実績 

連合町内会 
新規結成 100,000 円 ０団体 

結成済 50,000 円 １７団体 

単位町内会 
新規結成 

15,000 円 ５７団体 

結成済 

                              （平成２７年 2 月 現在） 

 

○職員による出前講座の実施状況（平成２７年 2 月 現在） 

 実施団体： ５４団体 

     参加人数： ２，１０７人 
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○親子防災講座の実施状況（平成２７年 2 月 現在） 

  実施回数： ８回（７小学校、１中学校） 

  参加人数： １，４７５人 

 

（４）災害時要援護者対策 

    「おびひろ避難支援プラン」（全体計画）を平成 22 年 2 月に策定。 

       ○災害時要援護者登録申請書の登録状況 

     （平成２７年２月現在 ３，０２２名が登録） 

○個別計画作成協議会の設置～６地区（むつみ、大空、やまと、西帯広、大正、西帯広ニュータ

ウン地区連合町内会）において協議会の設置。 

単位町内会においても協議会の設置を推進（和興、善友、西一九、２０条４、五中北、北栄） 

    ○登録者の更新作業 

 

（５）防災協定の締結 

○締 結 先： ヤフー株式会社 

締 結 日： 平成２７年１月５日 

内   容： 「災害時における情報発信時に関する協定」 
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【平成２７年度の防災対策事業計画(案)】 
 

 

１ 災害に強い都市基盤整備 
（１）公共施設の耐震化 

○コミュニティ施設の耐震化 ～ 東コミュニティセンター、愛国農業センター、啓西福祉センター、 

               鉄南コミュニティセンター（実施設計） 

 （２）耐震改修促進計画 

  〇木造住宅への耐震化支援を継続実施 

 

 

２ 防災意識づくり 
（１）防災意識の普及・啓発 

 ○帯広市地域防災訓練の実施 

日時：平成２７年８月３０日（日）（予定） 

場所：東小（予定） 

 

○帯広市冬季防災訓練の実施  

  日時：平成２８年１月（予定） 

  場所：未定 

 

○防災セミナーの開催 

   日時：平成２７年７月中旬（予定） 

   場所：未定 

   内容：未定 

   講師：未定 

        

○防災グッズ展の開催 

日時：平成２８年１月１２日～１５日（予定） 

 

 

３ 防災体制の充実 
（１）災害用品備品の購入・更新 

○非常用食料（アルファ米、サバイバルフーズ）の更新・購入 

○粉ミルク（アレルギー疾患対応）の購入備蓄 

○備蓄用消火器の購入 

○飲料水（おびひろ極上水）の備蓄 

 

（２）災害時の広報・通信体制の充実 

○地域防災無線の通信訓練 

    ○J-ALERT 緊急地震速報配信訓練 
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（３）自主防災組織の育成 

○自主防災組織研修会等助成事業 

 ～コミュニティ防災強化緊急３ヶ年事業（H２５～H２７）の継続 

区分 自主防災組織 助成限度額 助成枠 

連合町内会 
新規結成 100,000 円 ２団体 

結成済 50,000 円 ２４団体 

単位町内会 
新規結成 

15,000 円 ４０団体 

結成済 

 

○防災リーダー研修会の開催 

○自主防災組織研修会講師派遣事業 

○職員による出前講座、親子防災講座の実施 

 

（４）災害時要援護者対策 

    「おびひろ避難支援プラン」（全体計画）に則り、災害時要援護者対策を推進する。 

    （具体的作業） 

    ○計画の市民周知 

    ○登録希望者の受付作業 

    ○登録者の更新作業 

    ○地域における個別計画作成協議会の設置 

    ○社会福祉施設に対する防災対策の普及・啓発 

     

（５）避難場所・避難所の変更 

    〇避難場所の変更・見直し作業 

 

 （６）その他 

     ○防災協定の締結推進 

 


